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　今朝の新聞に奈良新聞文化賞受賞者
としての記事が一面に掲載され、また
四面には［一代で総合学園築く］の見出
しで、何れも写真と共にくわしく６０年
の歩みが記述されていました。早速あ
ちこちよりお祝いの言葉がよせられ有
難い日を迎えることになったのでした。
　それにつけても私は今日もまた８０年
以上も前と変わりない気持ちで、大和
の野辺の姿を目にしつつ歩みつづけて
きたことに今更の如く想いを新しくし
ています。
　歩き始めた幼い頃、裏の畠で小さい
手にふれた露草の玉のような清らかさ。
小学校の帰り道、池の堤で手一杯摘み
取った可憐なレンゲ草。それを上手に
挿いで首飾りにして遊んだ幼友達。制
服のセーラーカラーの女学生時代に眺
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めた美しい菫の花。長い年月を経た今
も、野に咲く花は色あせることなく瞳
にやきついています。今日も飛鳥路を
過ぎると畑一面にコスモスの花が秋風
に一勢にゆれていました。
　野に咲く花は人に見られて美しいと
思われるために咲いているのではない
と思います。
　人も年齢や性別に関わりなく相手の
心をなごませてくれるさりげないほほ
えみこそ、自然に相手を幸せに導いて
くれるのではないでしょうか。即ちそ
れこそがみなさんの学園の精神である
徳をのばすことであります。

　本学園をそれぞれの年に卒業された
方々には、いつ迄も優しい心で、しか
も苦しみに耐える芯の強さと、美しさ
に感動するゆたかさを失うことなく生
きて行かれることを今日も心より願っ
ています。

学校法人　冬木学園　理事長
畿　  央　  大　  学　学　長

冬木　智子

標を持っており、学部・学科の枠を超
えたコラポレーションが可能です。こ
れらの教育環境は、これからの医療や
社会のニーズに対応した「チーム医療」
に貢献できる看護職の養成の力強い支
えとなります。それぞれの専門職がそ
の役割と機能を十分認識することが患
者中心の医療に繋がると思います。ア
メリカでは「クリニカルナラティブ」
が盛んですが、「私はこんな看護をしま
した」と、自分の臨床の体験を語れる
看護職に育ってほしいと思います。皆
様のご支援ご鞭撻を宜しくお願いいた
します。

　初秋を運ぶ
さわやかな涼
風を肌に感じ
ホット一息す
る時期を迎え

た９月２８日、看護医療学科の設置が認
められました。看護学科設置プロジェ
クトの立ちあげにあたり、私は大学の
キャッチコピー「やさしさを『チカラ』
にかえる」に心をひかれ、準備のお役
に立ちたいと思いました。カリキュラ
ム構築、実習病院依頼、教員採用等々、
多方面の方々のご協力やご助言のお陰
で準備は順調に進み、不安を抱えつつ
も夢が現実となりました。これは一重
に本学のこれまでの努力と信頼の賜と
深く感謝しています。１０月６日には就

任予定教員が初めて一堂に会し、設置
の趣旨等の説明会を開催しました。冬
木学長の挨拶の言葉、建学の精神に感
動し、「すぐにでもこの大学で教育した
い」と熱い思いを伝えてくださる方も
いて私も力を頂きました。看護医療学
科開設が、本学のさらなる発展に繋が
るように充実した看護教育に邁進した
いと決意を新たにすると共に身の引き
締まる思いです。
　平成４年「看護婦等人材確保法」施
行以来、急速に看護教育の大学化は進
み、来春は全国の看護系大学は１７４校に
なり、各大学には個性化と卓越性が求
められる時代です。幸い本学は健康と
教育に特化した大学で、学生は、アプ
ローチは違っても人に関わる共通の目
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 野に咲く 花

 4 月に看護医療学科開設
看護医療学科長（予定）伊藤　明子
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　２００８年４月に健康科学部に看護医療
学科を設置することを記念して、８月
２日、聖路加国際病院理事長の日野原
重明先生を迎えて、シンポジウム「心
の処方箋～輝くいのちのために～」を
冬木記念ホールで開催しました。これ
は、畿央大学と朝日新聞社（広告局）
が主催して開いたもので、約３千人の
申込者の中から抽選で選ばれた約６００
人の聴衆でホールはいっぱいになりま
した。
　シンポジウムは冬木智子学長の挨拶
に始まり、第１部は日野原先生が基調
講演を、第２部の座談会では、日野原

先生に冬木
学長と来年
４月に看護
医療学科長
に就任予定
の伊藤明子
教授が加わ
り、看護医
療学科のカ
リキュラム
の特徴や看

護師に求められる資質などについて対
談が行われました。
　日野原先生は、９５歳でなお現役の医
師であり、人の生き方について多くの
ベストセラーを出されていますが、基
調講演では、輝いて生きるためのヒン
トとして心と体に関する「生活の処方
箋」（心の処方箋）についてお話があ
りました。
　その中で、「いわば輝いて生きられな

い状態とい
うのは、心
の太陽に雲
がかかって
いる状態で
あり、それ
を取り除い
ていのちを
輝かせるた
めには、ま
ず体を動か
すことが一番であること」、また「食
事は腹六～七分目、特に６０歳を過ぎて、
よほど重労働をする人でない限り、食
べすぎは厳禁であり、カロリー控えめ
の食生活こそ、長寿のコツであること」、
さらに「年齢に関係なく、人間にとっ
て一番美しい表情は笑顔であり、話す
ときは努めて明るい声を出すこと」、な
ど「心の処方箋」について自らの実践
を交えながらユーモラスな語り口でお
話しをされ、会場が大いに沸きました。
　結局、健やかに生きるためには、生
活習慣を見直すことが大事で、睡眠や
食事、運動など、習慣こそが自分を作
るということを心にとどめ、毎日を輝
いて健やかに生きるための習慣を身に
つけることが大事であるとされました。
そして「健やか」とは、病気であるか
ないかは関係なく、心が満たされてい
る状態こそ最も「健やか」であり、そ
の人にとって幸せな状態であると締め
くくられました。
　第２部では講演を受けて、今の医療
現場で課題に感じることとして、日野

原先生から、訓練された看護師に限り、
看護だけでなく職務にもっと柔軟性を
持たせても良いのではという意見とと
もに、さらに患者を思いやる気持ちを
持った適性のある看護師を養成してほ
しいとの要望が出されました。冬木学
長からは文字通り憂いのわかる「優し
い」看護師を養成していきたいという
こと、看護師といえども、看護のみな
らず医療知識もわきまえた人材を育て
たいという思いから、学科名も単なる
「看護科」とせず「看護医療学科」に
したことなどの説明がありました。伊
藤教授からは患者から信頼され、笑顔
でケアできる看護師を育てるために、
早期体験実習や離島・へき地での医療
体験実習などカリキュラムにもさまざ
まな工夫を凝らしていること、こうし
た学びを通じ、看護の基本であるコ
ミュニケーション能力やチーム医療で
活躍できる
総合力、現
場で求めら
れる実践力
や判断力の
養成を目指
しているこ
とが表明さ
れました。
日野原先生
からは、最
近の若者が他人とのコミュニケーショ
ンを苦手としているのは、家庭でのコ
ミュニケーション不足も関係している
ことや、患者の痛みを理解するのは、
実際に自分が病気を経験したことがな
い人には難しく、医療従事者は死なな
い程度の病気をした経験がある人が
なったら良い、などユーモアを交えた
提言がなされ、議論が展開されました。
　最後に、日野原先生から、生きてい
れば、病気以外にも、さまざまな苦し
みやつらい目に遭うこともあるが、う
まくことが運ばなくとも絶望するので
はなく、成長の機会と前向きにとらえ
るポジティブさを持つことが輝いて生
きることにつがるとの、励ましのお言
葉をいただきました。

看護医療学科開設看護医療学科開設記記念シンポジウム念シンポジウム
「心の処方箋～輝くいのちのために「心の処方箋～輝くいのちのために～～」」を開催を開催

日野原 重明 先生

冬木 智子 学長

伊藤 明子 教授
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　１０月１３日、畿央大学冬木記念ホール
において、脳科学の立場から健康にア
プローチするシンポジウム「健やかに
生きるために～脳とこころの科学から
の新たな挑戦～」が開催されました。
　これは、本学の研究活動の中心とな
る「畿央大学健康科学研究所」が本年
４月に開設されたことを記念して企画
されたもので、冬木智子学長、森友彦

研究所長の
挨拶、近畿
経済産業局、
奈良県経済
同友会の祝
辞のあと、
世界的な脳
科学者であ
る伊藤正男
先生（理化
学研究所脳

科学総合研究センターディレクター）
が特別講演として「脳科学のめざすと
ころ」のテーマでお話をされました。
　伊藤先生は小脳の記憶システムの研
究で知られ、脳科学の立場から人の意
識の解明にも迫ろうとされています。
講演では、大変難しい脳の機能につい
てわかりやすい表現で説明され、「ここ
ろ（意識）」の解明が大変困難なこと
など脳科学の基本から研究の現状、最
先端の内容まで紹介されました。
　質疑応答では、健康に関する職業に
携わっている参加者から現場活動への

アドバイスが求め
られるなど、熱の
こもったやり取り
が行われました。
　特別講演のあと
には、森岡周・本
学健康科学部教授
の司会で、金子章
道・本学健康科学研究科長・「光と脳
と健康」、森友彦・研究所長・「食品の
テクスチャーに期待される健康機能の
課題」、山本隆・本学研究所客員教授・
「おいしく味わうことは健康の源」につ
いて、それぞれの研究分野と脳機能と
の関連について話題提供が行われまし
た。本学教授陣の研究の広がりと「健
康」をキーワードにしたコラボレー
ション、産官学共同などの可能性が示
されたシンポジウムとなりました。
　また、休憩時間には、本学が導入し
た脳（近赤外線）イメージング装置（ｆ
ＮＩＲＳ）の機能や実際に使っている場
面を紹介したビデオが流されました。
　シンポジウムのあと参加者を対象に
学内施設見学会を実施し、研究用計測・
分析機器等に関して、具体的にどのよ
うなレベルの機器がどのような環境で
使用されているかを見ていただきまし
た。脳の研究で話題の近赤外線イメー
ジング装置や小型のＣＴ 装置、粒度分
布測定装置等の特殊な機器を中心に、
生理機能・運動機能・食品分析・環境
分析など、分野ごとの機器を見ること

で、本学の研究にかける思いと現在の
研究の状況を知っていただくものとな
りました。
　健康科学研究所は、本学の学術研究
水準の向上とともに産業界や行政、他
大学・研究機関との共同研究を推進し、
社会に貢献することが大きな使命と
なっています。今回のシンポジウムは、
来賓祝辞を
いただいた
近畿経済産
業局、奈良
県経済同友
会のほかに
も多くの国
や地方自治
体の機関、
経済団体、
企業から後
援・協賛をいただき、シンポジウム後
の交流会でも今後の活動に向けて熱心
な議論が交わされました。本学の研究
シーズに合った共同研究・受託研究の
可能性をご検討いただき、実現に向か
うことが期待されます。

健康科学研究所開設記健康科学研究所開設記念念
シンポジウムシ ンポジウム 開開催催

伊藤 正男 先生

森 友彦 研究所長

●研究所の目的と課題

研究所は、学内外の諸機関との連携を図り、
健康に関する学際的、総合的な研究を推進し
ます。本学の学術研究水準の向上と地域にお
ける健康づくりから、国際的視野に立った健
康で心豊かな社会の実現に貢献することを目
的として、次の課題に取り組みます。

（１）研究活動基盤の整備と充実
（２）研究ネットワークの形成と促進
（３）フロンティア研究・事業創生の推進と支

援
（４）その他研究所の目的を達成するために必

要な課題

●研究所の事業

（１）プロジェクト研究等を中心とする研究・
調査活動

（２）学内研究者・研究グループと地域・企業・
団体との間の交流および共同事業に関す
るコーディネート

（３）学外機関からの受託研究、学外機関との
共同研究、その他学外からの委託による
研究・調査・翻訳等

（４）研究会、講演会、公開講座等の開催
（５）研究成果の公表および刊行
（６）図書・資料等の収集および管理
（７）その他研究所の目的・課題を達成するた

めに必要な業務

●後援いただいた各種団体
近畿経済産業局／近畿農政局／奈良
県／大阪府／和歌山県／三重県／奈
良市／香芝市／大和高田市／桜井市
／広陵町／奈良県教育委員会／大阪
府教育委員会／奈良市教育委員会／
香芝市教育委員会／広陵町教育委員
会／奈良県商工会議所連合会／奈良
県経済同友会／奈良県経営者協会／
奈良県商工会連合会／奈良県中小企
業団体中央会／奈良工業会／奈良県
理学療法士会／朝日新聞社／日本経
済新聞社／毎日新聞社／読売新聞社
／産経新聞社／奈良新聞社
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　わが国における健康課題の中心は生
活習慣病対策であり、一次予防の重要
性が指摘されています。生活習慣病予
防・改善のために、より良いライフス
タイルを含めた健康管理、健康の保持
増進の重要性が叫ばれ、健康日本２１や
健康増進法が制定されました。
　そこでは自らの健康は自らが護ると
いう認識に立ち、その推進のための保
健施策事業として健康教育は、最も重
要な柱と位置づけられています。
　本学の学生は、将来、医療や健康、
教育の仕事に就き、あらゆる場面で健
康教育に関わることになりますが、睡
眠や食事等の生活習慣の改善が必要な
ものもかなりいるのが現状です。健康
教育の成果は、指導者からの一方的な
指導や説明には限界があり、自らが栄
養、運動、休養、喫煙などのライフス
タイルを改善し、継続できるように働
きかけること、すなわちセルフケア能
力の育成が重要となります。
　そこで、すでに本学が構築している学

習支援や課外活動を支
援する「畿央大学総合
支援システム（ＫｉＴｓｓ）」
の中に健康支援システ
ムを加え、自律型学生
を育てることを目的と
して、「学生向け健康支
援システム　－健康で
規則正しい生活が勉強
する学生を創る－」を、
平成１９年度「新たな社会ニーズに対応
した学生支援プログラム」（文部科学
省）に申請しました。
　このＧＰ（Ｇｏｏｄ Ｐｒａｃｔｉｃｅ）は、全
国の大学が実施している教育、研究、
地域連携や学生支援等の取組みの中か
ら特に優れているものを文部科学省が
支援するもので、全国の大学から２０７件
の応募があり、４８件が採択され、畿央
大学がその一つとして選ばれました。
　図１はＫｉＴｓｓにおける健康支援シ
ステム、図２は組織運営体制です。シ
ステムの構築と運用はもとより、全学

的な取り組みとして、講演会や研修会、
情報収集に努め、ライフスタイルの改
善と健康に対する意識の高揚が図れる
ことに期待したいと思います。

学生支援 ＧＰ採択

　本学には、大学院「健康科学研究科」
（入学定員２０名）が今年度から設置され、
社会人学生２１名が学んでいます。
　リハビリテーション・運動科学分野、
総合栄養科学分野・人間環境科学分野
をカバーし、健康各分野にわたる広い
見識を持った高度職業専門人を養成す
ることを目的にしています。
　健康科学研究科の大きな特徴は社会
人が学びやすい学習環境を作っている
ことです。平日の授業時間を午後６時
以降の６・７時限、土曜日の授業を２
～４時限という時間帯に設定しており、
さらに講義科目のほとんどすべてが遠
隔授業システム（ライブ授業配信シス
テム）によって自宅で受講できます。
　このシステムは音声、授業資料、板
書などの情報をインターネット回線を
通じて配信し、学生はチャットで質問
するなど授業に参加できるというもの

です。健康科学研究科は通学制なので
学内の教室で受講するのが基本です。
従って、先生方は教室にいる学生と遠
隔にいる学生の両方に対して同時に教
えます。授業終了後は授業を記録した
オンデマンド教材をいつでも見ること
ができるので、学生は、復習や欠席し

た場合の学習に利用しています。
　今年の９月には、大学院に対する文
部科学省の実地調査があり、このライ
ブ授業システムが最大の関心事のよう
でしたが、実際の授業やサポートの様
子を見て「問題ない」と太鼓判を押し
ていただきました。
　学生の満足度も高く、順調にスター
トできたと言えます。今後の課題は、
より臨場感を持って、授業に参加して
いただけるようなライブ配信に質を高
めていくことです。

図１

図２

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院ララララララララララララララララララララライイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授大 学 院ラ イ ブ 授 業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシススススススススススススススススススススステテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテシステムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム
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　奈良県内の公立学校教職員を対象に
した「教職員のための夏の公開講座」
を８月２２日、２３日に畿央大学で開催し
ました。これは奈良県立教育研究所と
奈良県大学連合に加盟する各大学が協
力して行うもので、教職員の力量形成
や資質向上に努めることをねらいとし
ています。県内の大学・短期大学が中
心となって、各種の講座を開設しまし
た。
　畿央大学は「記憶の心理学　－エピ
ソード記憶をめぐって－」と「子ども
たちのやる気を引き出すメンタルト

レーニング　－教育現場へのメンタル
トレーニングの導入－」の２テーマを

開講しましたが、いずれも大変好評で、
多数の受講者が参加されました。

教職員のための夏の公開講座

　地域の方を対象にした「子育て支援
講習会」が８月２７日から９月７日の１０
日間、畿央大学にて開催されました。
　これは、社団法人奈良県シルバー人
材センター協議会が、厚生労働省の委
託を受けて実施するシニアワークプロ
グラム事業の一環で、同協議会から畿
央大学が受託したものです。
　シニアワークプログラム事業は高齢
者の雇用就業機会の確保を促進するこ
とを目的とし、高齢者を対象に地域の
業種別団体や公共職業安定所の協力の
もと、雇用・就業を前提とした講習会

などを行うものです。
　今回の講習会は、延べ３７名の
先生方にご協力いただき、子育
て支援の背景と現状から、具体
的な養護の方法、救急措置、子
どもの遊びや手作り玩具、幼稚
園での実習見学など、幅広く充
実した内容となりました。
　受講者からは「大変お世話に
なりました。畿央大学がとても
身近に感じられました。」「大変良くわ
かりました。３人の子育てをした経験
と１０日間で学んだ新しい知識を若いお

母さん方の役に立てるように生かして
いきます。」などの感想をいただき、
大変好評でした。

子育て支援講習会

　１１月１０日・１１日に第５回畿央大学公
開講座が開催されました。４講座とも、
定員の８０名を超す方々が参加され、大
きな会場に変更しなければならない程
でした。
　まず１０日の講座Ａでは、健康栄養学
科の辻教授が『肥満者にしのびよるメ
タボリックシンドロームの脅威』とい

うテーマで、食生活の問題
と解決方法や生活習慣の見
直しについてお話しました。
講座Ｂでは、理学療法学科
の庄本教授の『家庭ででき
る簡単な運動』というテー
マで、家庭で実施可能な簡
単な運動を、実際に楽しく
体験しながら学んでいただ
きました。
　１１日の講座Ｃでは現代教育学科の柳
父教授が『生涯学習のすすめ』という
テーマで、年代によってさまざまな学
習事実と課題があり、それを「胎教」
から「枕教」まで順を追って解説し、
講座Ｄでは、人間環境デザイン学科の
齊藤教授が『老後はどこで暮らすか』

について、どこで・どのように・誰と
暮らすのが良いかということを会場に
来られた皆様と一緒に考えるかたちで
お話しました。
　参加者の方々は、メモをとられるな
どそれぞれのテーマを興味深く真剣に
聴き入っておられました。

畿央大学公開講座

教育学部教授 桐村雅彦
記憶の心理学　―エピソード記憶をめぐって―
認知心理学の重要な研究領域であるエピソード記憶の中心的な考え方の紹介を主
題にし、併せて日常的なエピソード記憶の現象についても説明。

健康科学部教授 東山明子
子どもたちのやる気を引き出すメンタルトレーニング
　　　　　　　―教育現場へのメンタルトレーニングの導入―
子どもたちが生き生きと自発的・自主的に学校生活や勉学に取り組むために、大
人ができる働きかけ方や効果を上げるスキルの修得を中心に研修。



KATOREA COMMUNICATION REPORT

――  6  ――

畿
央
大
学

　読書の秋、芸術の秋…。そんな秋の
静けさを吹き飛ばす、元気いっぱいの
畿央大学学園祭「第５回　畿央祭～Ｓ
ＭＩＬＥ～」が１０月２７、２８日の２日間、
畿央大学キャンパスで開催されました。
初日はあいにくの雨模様…。屋外の一
部のブースは会場を移動するなどの対
応に迫られましたが、２日目はすばら
しい秋晴れに恵まれました。
　今年のビッグイベントは、冬木智子
学長の作詞による「応援歌」の披露。
学生有志の見事なハーモニーに、大き
な拍手が送られました。また、模擬店
や縁日、子ども向けのレクレーション、
フリーマーケット、音楽ライブに吉本
お笑いライブなど、見どころ満載の催
しに地域の方々も列をなし、「若い学生
さんのパワーをもらい、元気になりま
した」とにっこり。
　日が暮れ、閉会式後の後夜祭は、恒
例のソーラン節とダンス部の各ユニッ
トによる迫力あるダンスがステージで
繰り広げられ、盛り上がりは最高潮に。
そして、この畿央祭を運営した実行委
員会を代表して委員長の袁美純さんが、
「学生みんなの力と、この実行委員８８名
全員の支えのおかげでやり切れました。
ありがとう！」と閉会の挨拶。今年の
テーマ曲である、ゆずの「ＳＭＩＬＥ」を
会場にいる全員で大合唱し、涙のなか
に“笑顔”を残して今年の畿央祭は幕
を閉じました。

赤ちゃんからお年寄りまで、
一家そろっての参加も多かった
 地域密着型畿央祭 、
今年も大盛況のうちに無事閉幕 ！

第５回 畿央祭第 ５ 回  畿央祭 ～SMILE～

学長作詞の応援歌をお披露目続々と参加者が集まってきました

子供たちで大賑わいの「縁日」 一生懸命メニュー説明 子どもの笑顔いっぱい「にこにこランド」

付属幼稚園の園児による「付幼太鼓」

南さん家の染物屋の展示

染物体験もできました

思わず見とれた作品展示 わくわく子供英会話教室

＜入試ガイダンス＞
　教育学部の受験を考えています。入試の
教科や日程や、推薦の場合の時間の配分な
ど何がポイントになるのかといったリアル
な情報を詳しく聞くことができました。
　将来は栄養系の学科の受験を考えていま
す。推薦の科目数や点数配分など、入試の
コツや流れがわかりました。

＜にこにこランド＞
　４歳の子どもが、紙トンボやマーブリン
グを作って喜んでいました。初日も来たん
ですが「明日も行きたい」と言うので、連
れてきました。普段は学生さんと話す機会
がないので、来てよかったと思います。
＜ゆめ★フォトカレンダー＞
　なかなか家では出来ない作業なので、こ
こで体験できてよかった。学生さんとの交
流ができて楽しかった。

　とても親切に対応してくださって、仕上
がりも美しく、楽しかったです。
＜わくわく子ども英会話教室＞
　家族で来ました。大学生のお姉さんたち
と一緒に英語で歌を歌ったり、カルタをす
るのが楽しかったようです。模擬店とかだ
けでなく、こういう取り組みがあるのはと
てもいいですね。

◎参加者の声◎



KATOREA COMMUNICATION REPORT

――  7  ――

畿
央
大
学

　畿央祭にあわせて、地域の方を対象
にした教員と学生の共同企画「ウエル
カムキャンパス」が実施されました。
今年は、健康科学部理学療法学科と健
康栄養学科による「健康簡単チェック」
と、看護医療学科による「こんなに簡
単！ステキに家庭看護」、教育学部と健
康科学部人間環境デザイン学科による
「ゆめ★フォトカレンダー」が行われま
した。
　「健康簡単チェック」は、「骨密度計
測」「３０秒椅子から立ち上がりテスト」
など５項目の診断メニューを実施。測

定結果はプリントアウトして渡され、
また３年分のデータを記入できる
チェックシートの効果もあって、１日
で４００人以上が参加。「病院ではなかな
かできないことなので、ありがたい試
み。今日はこの体験のために来ました」
と話す人が多く、来年も期待するとい
う声が多く聞かれました。
　また、「こんなに簡単！ステキに家庭
看護」では、ベッドの上での体の動か
し方や、寝たままでできる衣服の着脱
法など、家庭での介護に役立つ手法を
披露。介護される側とする側の両方の
体験ができ、参加者は熱心に取り組ん

でいました。
　そして、「ゆめ★フォトカレンダー」
では、その場で撮影した顔写真を好み
の風景写真と合成して来年のカレン
ダーに仕上げました。コンピュータを
使った操作には、子どもたちも興味
津々。出来上がった“作品”を嬉しそ
うに眺めていました。
　まさに、地域の方々との交流の場と
なったウエルカムキャンパス。教員と
学生が企画を出し合って生まれた多彩
なプログラムが、広く受け入れられた
結果となりました。

教員と学生の共同企画 「ウエルカムキャンパス」 ！大人気
スポッ ト

フリーマーケットも賑わいました 受験生には入試ガイダンス

外の喧騒を忘れるお茶席 展示と耐震診断も行いました

ホラーハウスの出前… 「吉本芸人ライブ」めあての人もたくさん

恒例のソーラン節

人・人・人で溢れた野外ステージ

メール早打ちで入賞 ！

後夜祭を盛り上げた「ダンス部」

フィナーレは、「スマイル」を熱唱

こんなに簡単 ！ ステキに家庭介護

４００人の方に参加いただいた「健康簡単チェック」

ゆめ★フォトカレンダー

＜健康簡単チェック＞
　初日は模擬店めぐりをしたので、今日は
この健康簡単チェックを目当てに来ました。
５項目すべてを体験し、運動不足だと思っ
ていたけど、意外にも体力があることが判
明しました（笑）。
　娘がこのブースのスタッフをやっていた

ので、朝一番に来ました。ひいき目ナシで、
いい内容だと思いました。椅子から立ち上
がる３０秒テストは、普段はできないことだ
からいいと思います。
　小学生の子どもと来たんですが、小さな
子でも楽しみながら体験できるのがいいで
すね。近所に住んでいるのですぐ来られる
距離にあるというのも魅力です。

＜こんなに簡単 ！ステキに家庭看護＞
　私は年寄りがいる世帯ではないのですが、
着替えの際は、パジャマではなく和式の服
のほうが役に立つことを知ることができた
し、参加してよかったと思いました。
　ヘルパーをしているので、こうした基本
的な介護のコツや感覚を取り戻せてよかっ
たです。勉強しなおしました。今日の目的
はココだったので、まず最初に来ました。

◎参加者の声◎



KATOREA COMMUNICATION REPORT

――  8  ――

畿
央
大
学

　去る１０月２０日に２００８入試の前哨戦となるＡＯ入試の合格発表が行われま
した。その他大学院入試前期日程や教育学部３年次編入試験などの合格発
表もすでに終了しており、募集状況は順調に推移しています。次はいよい
よ前半のヤマ場、公募推薦入試前期日程ですが、新設の看護医療学科の志
願者数が注目されるところです。

　夏休み終了後、オープンキャンパス
も俄然熱を帯びてきました。９月は推
薦入試英語・数学・国語対策講座を、
また１０月７日には、小論文試験対策講 座を開催しましたが、いずれも多くの

受験生が参加、熱気あふれる講座とな
りました。もちろんその他に、体験授
業や個別相談、キャンパスツアーなど
も開催しましたが、参加された方から
は「受験を頑張る気になった」「体験
授業で看護の奥深さを垣間見ることが
できた」「毎回新しい発見があっておも
しろかった」などのお声を頂きました。

　またつい先日実施されたオープン
キャンパスｉｎ畿央祭では、入試ガイダ
ンスを終えた受験生が、配布された金
券をもって模擬店へと繰り出しました。
盛り上がる大学祭を体験して、一足早
い畿央大学生気分を満喫。推薦入試を
目前に控えた緊張感の中で、ちょっと
した息抜きとなったようでした。頑張
れ受験生！

Ａ Ｏ入試速報 ！

オ ー プンキャンパスも白熱中 ！

入学センターアラカル ト

●２００８年度 畿央大学入学試験結果
倍　率合格者受験者志願者

２００７２００８２００７２００８２００７２００８２００７２００８学　科学　部入試種別
１０.２８.０５ ７５１５６５１５６理　  学　  療　  法健康科

ＡＯ入試  ４.３３.３６ ８２６２６２６２８健　  康　  栄　  養〃
 １.０１.４６ ５ ６ ７ ６ ７人間環境デザイン〃
 ５.７４.０９１０５１４０５２４０現　  代　  教　  育教　育
－１.８－ ４－ ７－ ７現　  代　  教　  育教　育編　　入

●２００８年度 畿央大学大学院入学試験結果
倍　率合格者受験者志願者

２００７２００８２００７２００８２００７２００８２００７２００８専　　攻研 究 科入試種別
１.０１.２１７１６１７１９１７１９健康科学健康科学前期日程

入賞者発表    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
賞　　　　タイトル　　　受賞者　　　高校名・学年
最優秀賞　祖母の生き方　小原拓真　　クラーク記念国際高等学校３年
優秀賞　　祖母の梅干し　白井愛子　　大阪府立千里高等学校３年
優秀賞　　預かった命　　服部真子　　三重高等学校３年
優秀賞　　時間の重み　　村上友梨奈　奈良県立西の京高等学校３年
優秀賞　　幸せをつなぐ　本薗佳奈　　大阪府立千里高等学校３年
優秀賞　　命って…。　　横山千桃　　樟蔭高等学校３年
（優秀賞は五十音順）

※佳作は７件ありました。（詳細はホームページをご覧ください）

学校特別賞　大阪府立千里高等学校　大阪府立八尾翠翔高等学校

　畿央大学ではこの度、全国の高校生
を対象に「健康」と「教育」をテーマ
とする「高校生エッセイコンテスト」
を実施いたしました。学園創立６０周年
の記念企画として２００６年にスタートし
たこのコンテストは、畿央大学のキー
ワードであり、また日本の将来にとっ
て大きな意味を持つ「健康」と「教育」
について、未来を担う若者に考える
きっかけになってほしいとの思いが込
められています。２年目の今回は全国

から１００４件の応募があり、審査の
結果１３人の方の作品が入賞、また
優秀な作品の応募が多かった２校
の学校特別賞が決定しました。

　作品は、エッセイには特に決まった
形式はありませんが、わず
か８００字の中に人それぞれ
の思いが見事に表現され、
まさに高校生の等身大の
メッセージと言えます。そ
れだけに短い文章の中で自
分らしさを表現する必要が
あります。独創的なものの
見方、感性、文章力など基
準は多様で、選考は大変難

しかったのですが、中でも具体的なエ
ピソードが散りばめられ、その情景が
ありありと目に浮かぶような作品や、
審査員に深い感銘を与えた作品が入賞
作品に選ばれました。

エッセイコンテ スト
看護医療学科開設記念

最優秀賞作品
「祖母の生き方」 
　　 小原拓真（北海道クラーク記念国際高等学校３年）
　僕達の日常の中で、命の重さを実感する機会はあまりない。日々の
テレビや新聞で命の重さが報じられても、新たなニュースでどんどん
流されていき、結局は分かったつもりになっているだけのように思う。
又最近は、がん患者さんによる闘病記等から、より主観的に命の重さ
を考える機会が与えられている。しかし、祖母ががんを患うまでは、
やはり僕は命の重さを身近な事として考えた事はなかった。
　祖母は今、肝門部胆管癌という、いわゆるやっかいな場所にできた
がんと闘っている。手術、粒子線治療と可能な限り治療に挑み、数ヶ
月の入院期間を経て自宅に戻った。そして次に祖母は抗がん剤治療を
するか否かの選択をせまられていた。家族なら当然その治療も受けて
ほしいと思っていたが、祖母は副作用を懸念してまだ返事をしていな
いらしい。僕は検査のために数日間入院した祖母を見舞った。折りし
も神戸の花火大会の日で、照明を消した病室で僕は祖母と花火を見て
いた。
　暗い病室の中に祖母の明るい声が響いた。「花火のような人生もいい
わね。」常々枯れるように死にたいと言っていた祖母の、思いがけな
い言葉だった。とっさに返事はできなかったが、祖母が抗がん剤治療
を断るだろうと僕は悟った。
　命は長さか質か、と問われたら何と答えるべきだろうか。もし、自
分でそれを選択しなければいけないとしたら、と祖母の立場になって
考えてみた。なくしそうになって、初めて僕は命の重さを感じた。
　数日後、祖母から抗がん剤治療は断ったと連絡がきた。花火のよう
な人生を選んだ祖母は、今、一日一日を忙しそうに大切に過ごしてい
る。そんな生き生きした祖母を見ていると、祖母が選んだのは花火の
ような儚い死に方ではなく、最後まで大輪の花火のように輝き続ける
生き方なんだと思った。
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病 院 合 同 説 明 会
　９月２９日、畿央大学にて理学療法士を志望する学生を対象に病
院合同説明会を開催しました。学生が就職先を選定する時、ある
いは、実習に参加する時の参考にしてもらうことがねらいです。
説明に参加いただいた病院施設数は２１で、奈良県から１０、大阪府
から７、京都府から２、滋賀県から１、和歌山県１でした。４回生対
象のイベントですが、３回生にも案内し多数の参加がありました。
　１時過ぎから５時近く
までびっしりと詰まった
説明会でしたが、学生は
真剣なまなざしで説明を
聞き、かつ、熱心に質問
をしていました。
　終了後のアンケートに
よると、説明者及び学生双方、皆どっと疲れがでたようでしたが、
学生全員大変参考になったとの感想でした。
　４回生からは、「説明を聞いただけで、病院ごとに特色が全く
違うことがわかりました。気軽に質問でき、新しく興味が出てき
たり、見学したい病院が見つかりました。また、自分自身の考え
をまとめるいい機会になった。」とのコメントをもらいました。
　３回生からは「３回生が病院説明会を聞いても意味がないと
思っていたが、いざ聞いてみると、病院の特徴、病医院以外の施
設のこと、病院自身の考え方などが分かり、やる気が出てきた。
実習に行く時にも大いに役立つと思う。」という、うれしい感想
でした。
　本学ではじめての合同説明会でしたが、学生にとって大変有意
義な企画ということがわかりました。病院の方のご意見もお聞き
し、よりよい合同説明会をめざし、今後、毎年開催していく予定
です。

４回生、内定にむけて奮闘中
　健康科学部では、４回生が１期生以上の馬力で就職活動に取り
組んでいます。
　人間環境デザイン専攻と健康栄養専攻の学生は昨年に比べて２
カ月ほど早く内内定を受けており、過半の学生が就職活動を完了
しています。
　理学療法学科は例年通り、９月から就職活動が始まりました。
現在、全員病院見学や面接に奔走しています。１２月までにほとん
どが内定するものと思われます。
　教育学部は設置されて２年半が過ぎ、学生はこれから進路選択
の正念場を迎えます。大半が教職採用を目指しますが、キャリア
センターでは来年度から教育学部の学生も視野にいれたキャリア
ガイダンスと就職指導を予定しています。

大学説明会＆情報交換会
　１０月２６日、ホテル日航大阪で、大学説明会＆情報交換会を開催
しました。この会を通して、日頃のご厚意への感謝とこれからの
さらなる絆が築ければとの願いを込めて開催したものです。
　本学では、現場での実習体験を必修とする学科が多く、たくさ
んの病院施設および企業にその場を提供いただいています。今年
度は、健康科学部の各学科が実習・インターンシップおよび就職
でお世話になっている病院・施設・企業をご招待しました。
　あいにくの雨模様でしたが、近畿地区はもとより関東方面から
も人事部門や、現場の第一線で指導されている方々を中心に１５０名
の参加をいただきました。今春就職した１期生の活躍ぶりが評価
されているのではないでしょうか。
　学科が業界に特化しているため病院施設様会場と企業様会場を
準備し、それぞれで学長挨拶、学部長の大学紹介および、各学科

長から教育方針・授業の
特色などを紹介しました。
　参加者からは、「大学の
内容が良く理解できた」、
「学生を大切にしている
大学」との感想をいただ
きました。
　キャリアセンターから

も就職活動支援の視点から、現在の取り組み状況を説明しました。
特に、健康栄養学科および人間環境デザイン学科の４回生に行っ
た就職活動に関するアンケートの結果紹介は、学生の生の声が聞
けたということで大変好評でした。企業の採用活動の参考にして
いただけたようです。
　「貴校が教育に力を入れていらっしゃることはもちろん、就職を
通して『人』の成長にも熱心に力を注いでいらっしゃることを強
く感じることが出来ました。今後も、こういった機会をいただけ
れば幸いです。」というお礼状を早速にいただきました。
　教職員との懇親の場では、実習あるいはインターンシップ受入
および求人採用のお礼からはじまって、和やかな雰囲気の中で話
がはずみ有意義な情報交換会になりました。
　来年以降も、皆さまに参加して良かったと評価いただけるよう
な大学説明会＆情報交換会を企画していく予定です。

　　　　　    ２００７年度  就職支援の取 り組みと就職戦線の状況 　　　　　   

理学療法学科Aさん（病院）
　スポーツ整形中心のリハビリに力を入れている総合病院で、見学時
の患者さんへの接し方に心温まるものを感じ、志望しました。履歴書
を友人やキャリアセンターの方にみてもらい、自分で納得できる履歴
書を作ることができたのがよかったです。
管理栄養学科Bさん（食品会社）
　生来、お菓子が好きで、この業界にしました。アットホームな社風
で、新店オープンに関わることができることが志望理由です。キャリ
アセンターで履歴書をみてもらったり、就職ガイダンスに参加したこ
とがよかったと思います」
人間環境デザイン学科Cさん（住宅メーカー）
　住宅展示場に行って、事業分野が広く魅力ある商品が多いところに
惹かれました。特に建築業界を志望する女性は、強い精神力をもって
乗り越えてください。熱意が伝われば、自分を見てくれる会社が絶対
に見つかります。

内定者の声
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多様な人との関わりを経験できる学校インターンシップ
現代教育学科

　この春、全学部対象の学校インターン
シップがスタートしました。参加学生は前
期３８名、後期７８名です。協定校も前期の大
和高田市、奈良市、堺市の他に、後期は広
陵町、香芝市も加わりました。週に１～２
回の経験ですが、それでも学生の変化には
目を見張るものがあります。
　最初の頃は、様々な障害を持つ子どもに

どう接して良いのか分からず右往左往した
り、一緒に遊ぶことはできても叱ることが
うまくできずに悩んでいた学生もいました
が、多様な人々と関わる方法を徐々に獲得
していく姿がみられました。
　このような経験は学生の時期だからこそ
出来る貴重なものになっています。

　今年度から２ ・ ３回生共同のプロジェク
トゼミが始まりました。その中の一つのグ
ループは地域の有志の集まり「三輪座」が
主催する住民参加で、三輪駅前を具体的に
デザインするプロジェクトに参加し、「三輪
駅前広場デザインゲーム」にとりかかりま
した。まず第１回目は駅前広場が持つ役割

や広場づくりのコンセプトづくりのための
話し合いです。小学生から高齢者まで５０人
以上の人たちに混ざり、学生たちも活発に
意見を述べ、まとめの発表も行いました。
次回からは、町を歩き、イメージづくりな
どのワークショップを行います。実際のまち
づくりの現場に携わり、有意義な時間を過

人間環境デザイン学科

  「みんなでつくろう三輪駅前広場」に参加

ごせることと思います。

　朝８時を過ぎるころ調理実習室辺りは
「おはよう」「おはよう」と皆いつもより少
し緊張した顔で白衣に着替え始めます。爪
は？検便結果は？朝礼でチェックしていよ
いよ調理開始。何度もダメ出しをされ、ク
ラスの算出栄養目標量に近づけるよう溜息

理論実習
を終えま
した。

をつきながら出来上がった献立。思ってい
る味、分量、彩に仕上がるのか？なんとか
時間に間にあってお客様とクラスメートに
供食したものの、アンケート結果が気にな
る栄養士班でした。最後の後片付けを終了、
頑張って少し疲れて、第一回目給食経営管

健康栄養学科

 「緊張の給食経営管理論実習」

理学療法学科

　ＫＩＯ介護予防プロジェクトは第２期目を
９月１０日から開始しました。実施日は週２
回各２時間です。参加者は、中枢神経疾患
の方が４名、末梢神経疾患の方が１名です。
ほとんど毎回参加されていて、理学療法学
科・健康栄養学科学生たちとの交流も楽し

んでいらっしゃいます。
　ところで、我々のプロジェクトに参加し
ている人は、国の言う「介護予防事業」の
対象者のみではなく、それ以上の要介護の
人も含んでいるのが現状です。従って、今
回から「ＫＩＯ元気塾」という名称に変更し

  ＫＩＯ介護予防「元気塾」

ました。新たな名称でより多くの人々との
取り組みをすすめていきます。

　「土を耕すって本気になることでした。」
「畝作り・施肥・かん水・の忙しさ。」「次々
実る作物…こんな感動久々です。」「先生と
して教壇に立った時この授業で学んだ事を
教えます。」「子どもたちにも私にも生きる
力が付きます。」
　総合演習：栽培系グループ。学びのフィー
ルドは第２キャンパスの畑、人は、自ら学

び、考え、判断し、自らの意志で
行動しなくてはなりません。教育
上の現代的課題に対応できる先生
を目指し、為すことによって学ぶ
 Ｌｅａｒｎｉｎｇ ｂｙ Ｄｏｉｎｇ を重視、汗を
出し、知恵を出し合い学び合った
畿央生たちです。

汗 ！ 土 ！ 水 ！ 太陽 ！ 空気 ！ 人 ！ 命 ！ 感動 ！  Ｌｅａｒｎｉｎｇ ｂｙ Ｄｏｉｎｇ 「こんな感動 ！ 久々です」
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の春、畿央大学として初めて巣立った第１
回卒業生が、２ヶ月ぶりに母校に戻り、恩
師・友人と互いの近況などを話し友好を深
めました。
　総会においては、会則を決定し、役員の選
出が行われました。また、畿央大学短期大

学部同窓会（蘭桜会）を引き継ぎ、新たに畿
央大学同窓会として、開催していくことにつ
いて提案があり、参加者の賛同を得ました。
　教育学部長、各学科長の先生方からの卒
業生をバックアップしたい旨の挨拶での力
強いエールに卒業生も母校をより身近に感
じていただけたようです。

畿央大学同窓会設立総会・第１回同窓会

体調不良に陥ることがあります。
　本学では、学生が自らの健康状態と生活
リズムを客観的に把握して改善する「健康
支援システムプロジェクト」（学生支援Ｇ
Ｐ）の一環として体組成の状態を知ること
が組み込まれています。本学のマルチ周波

　体組成とは、体を構成する脂肪・筋肉・骨・
水分などの組成分のことをいい、これらの
組成分のバランスが乱れると生活習慣病や

数体組成計は、「体
重」「体脂肪率」「筋肉
量」「推定骨量」「左右
筋肉バランス」「内臓
脂肪（レベル）」「基礎
代謝量」「体型判定」
などを約１分で測定
することができると
いうスグレモノです。

マルチ周波数体組成計

畿央大学のスグレモノシリーズ―――――――――――⑦

　絶好の晴天の中、畿友会主催の運動会が
５月２６日、開催されました。この運動会に
は新入生が早く先輩達と馴染んで欲しいと
いう意味が込められています。事実、約２００
名の参加者の内４割が新入生でした。

　競技は、各学科対抗で行われ、玉入れ、
ムカデ競争、クラブ対抗リレー、障害物競
走、綱引き、学科対抗リレーの種目がおこ
なわれました。どの種目も力が入り、応援
も盛んで、大いに盛り上がりました。新入
生も先輩とうちとけ、心身ともに満足した
一日となりました。

畿央大学運動会

　８月２７、２８日、学生のサークル、畿央大
学理学療法研究会（略称ＳＡＰＳ）の部員１１
名は星城大学（愛知県東海市）リハビリテー
ション学部の学生サークル、形態機能クラ
ブの部員１４名と大台ケ原で１泊２日の合同
夏合宿を行いました。本学から金子健康科

学部長、星城大学から唐沢教授（解剖学担
当）と田邊助教授（西洋史担当）の３名の
教員も参加しました。夜には先生方のセミ
ナーで勉強をしました。翌日は大台ケ原の
ハイキング、「当麻の家」での餅つき体験
などを通じて交流を深めました。来年も合 同夏合宿を行う予定です。

星城大学との合同合宿

　教職を志す学生や教育に関心のある学生
たちが自ら企画した１泊２日のキャンプ
「学習キャンプ２００７～自然から学ぼう～」を、
９月６日（木）・７日（金）に奈良県立青
少年野外活動センターで実施しました。

　学生の意欲とパワーをボランティア情報
室が応援し、青少年野外活動センターのご
協力もいただきながら、学生による実行委
員会が企画・準備を進めました。６０名の学
生が参加。レクリエーションやキャンドル
ファイア、ネイチャーゲーム、自炊など、
自然体験を通して野外活動のスキル向上や
交流を図る熱い２日間となりました。

吐山キャンプ

　このたび第２６回「肢体不自由児・者の美
術展」に本学人間環境デザイン学科３回生・
大橋一真さんが応募された作品が、厚生労
働大臣賞に選ばれました。
　これに伴いまして入賞作品の展示会（東
京地区）が１２月６日（木）から９日（日）ま

での４日間、東京池袋の「東京芸術劇場　
展示ギャラリー」にて行われます。
　また、展示会初日には日本肢体不自由児
協会総裁常陸宮殿下ご臨席のもとに午前１０
時３０分より作品鑑賞、引き続き午前１１時よ
り表彰式が行われます。

大橋一真さん、厚生労働大臣賞を受賞
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　本校の朝は元気な挨拶と笑顔と朝の１０分間読書を告げる生徒の
爽やかなナレーションで一日がスタートしています。
　授業においては、本年度から新しいエンカレッジ進学コースの
開始と共に、「絶対伸びる、伸ばします」の本校のキャッチフレー
ズの具現化のため、基礎基本の定着と希望する進路実現を目標に
した新しい関西中央高等学校がスタートしました。そして生徒の
学力を「伸ばすため」二学期制、隔週６日授業、到達度別授業、
少人数指導、外部講師の導入等々きめ細かで、公立高校では出来
ないシステム作りでわかる授業を進めています。また、全教員の
資質向上のため予備校による授業アンケートの実施、自己申告
シート、シラバスの作成など教員のモチベーションを高め、指導
力を高めると同時に、わかる授業推進のため最先端の情報機器を
活用した取組をも展開しています。
　今後は「徳をのばす」「知をみがく」「美をつくる」という建学
の精神に基づき、さらなる特色と魅力ある教育活動を行い、豊か
な人間性を身につけた人材の育成を図ると共に本校の更なる躍進
をめざして現在頑張っているところです。

挨拶と笑顔が交差し
躍進をめざす
関西中央高等学校

関西中央高等学校長

佐藤 正平

特　進　募集人員３０名

●特別進学コース
豊富な授業時間を確保し、より質の高い学
習環境を提供し、志望大学にあわせた高い
学力を養成。志望大学への進学を目指しま
す。畿央大学への内部推薦も有利です。

エンカ レッジ　 募集人員は併せて１７０名

●スタンダードコース
基礎学力の充実を図り、可能性を広げ、多様
な希望進路の実現を図ります。

●アスリートコース
　　（野球・剣道・ソフトテニス限定）
「文武両道」を目指し、学習面だけではな
く部活動にも取り組みながら、「心・技・
体」に優れた生徒の育成を目指します。

  入試説明会

　１２月１５日（土）１３時から本校にて

なお、進路相談は随時対応いたしますので、
いつでもご連絡ください。

　　　　　 お問い合わせ
　　　　　　 関西中央高等学校　広報室
　　　　　　 TEL ０７４４‐４３‐１００１（代表）

　関西中央高等学校では、デジタルメディア
教材を使った英語教育を実践しています。
　外国語学習に特化した「外国語学習ルーム」
では、コミュニケーション活動に適した学習
環境を作り、コンピュータを利用したより豊
かな授業環境を生徒に提供しています。
　コンピュータを用いた一斉リスニングの授
業では、①音声加工ソフトを使った音声教材、
②パワーポイントを使ったリスニング教材、
③ｅ－Ｌｅａｒｎｉｎｇを使った自発学習支援システ
ム教材を英語科の教員で作成しています。
　例えば、教科書の音声ＣＤだけでは、ここ
で切りたい、またチャンクごとに聞かせたい
といったことが出来ません。そこで、音声編
集ソフトを活用し、何度も聞きたい部分を選
択して繰り返すことで、今まで聞き取れな
かった語と語のつながりを明らかにすること
が可能になりました。
　次に、プレゼンテーションソフトで、音声
教材の本文テキストを提示することで文字と
音声を同期させます。従来の教室で行うリス
ニングの場合、個々が「音」だけに集中する

活動でしたが、スク
リーンを用いて教材を
提示することで、聞き
取りにくい部分の指摘
や、音声と文字との関
係がより明確になりま
した。
　さらに、本校では、
関西大学工学部冬木研究室の協力の下、授業
と学習を統合的に支援するｅ－Ｌｅａｒｎｉｎｇシス
テム、『ＣＥＡＳ（シーズ）』を導入しています。こ
のシステムは、教師がＷＥＢ上に次回学習する
教材をあらかじめ配置しておくことで、生徒
は自宅のパソコンからアクセスして、予習を
済ませ、授業後にはさらに発展させた知識や
問題に取り組むといった一連の学習サイクル
の構築を可能にしてくれました。これにより、
生徒は自主的に学習に取り組み、興味を持っ
て英語学習に取り組むようになりました。
　しかも、ＷＥＢの特性を活かし、生徒自身が
録音した会話の内容など生徒の成果物を他の
生徒と共有することで、お互いの振り返りが

ＣＥＡＳ上の掲示板やチャットで行われていま
す。これは、生徒の学習スタイルや学習に対
する考え方を変化させる大きな要因になって
います。
　２００６年度に１年生に行ったアンケートによ
ると、このようなデジタルメディアを積極的
に授業で取り入れることで、ほとんどの生徒
が英語がわかるようになったと答えています。
　今後は、生徒にあった有益な教材を豊富に
作成し、それらを蓄積、更新して教材のデー
タバンクを作成したいと考えています。それ
らの教材を他の学校や教育機関と共有出来れ
ば、次世代の英語教育の礎が出来るのではな
いかと考えています。

関西中央高等学校 英語科教諭

深田　将揮

平成２０年度 入試募集

これが私の英語授業 ！
デジ タ ル メデ ィアの上手な活活用用法法
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　９月１３日と１４日の両日、「打ち上げよ
う ！ 関中魂 ！！　～作りだそう ！ ひとり
ひとりの楽しい思い出を～」をテーマ
に、第４４回文化祭が行われました。１３
日は桜井市市民会館を会場に、２年３
組によるビリーズブートキャンプを踏
まえた活気あふれる開会行事からはじ
まりました。
　今年は、鎌鼬・ＮＯＮＳＴＹＬＥ・スト
リークという３組の漫才師をゲストと
してお招きしました。漫才を実際に見
たのは初めてという生徒も多く、漫才
の楽しさ、おもしろさが感じられる１
時間でした。有志によるバンド演奏と
ダンス演技、そしてバトントワリング
部による演舞、１年３組による「３匹
のこぶた」と２年４組による「西遊記
２」の２本の劇が演じられ、日ごろか

ら多彩な活動をしている本
校の生徒の力が発揮されま
した。「西遊記２」は、昨
年の１作目から続く３部作
の予定ということで、来年
が期待されます。
　また、今年で２回目とな
るクラス対抗歌合戦では、
優勝は２年３組「津軽海峡
冬景色」、準優勝は３年４組
「ＷＡになっておどろう－
３年４組Ｖｅｒｓｉｏｎ―」、第３位は１年
１組「ＳＨＡＭＲＯＣＫ」という結果に
なりました。すべてのクラスが夏休み
前後から熱心に練習に取り組んだ歌と
演出が披露され、クラスの個性がぶつ
かり合う結果となりました。最後は、
全校生徒による「風になりたい」「千
の風になって」「旅立ちの日に」の合
唱で、会場全体が一体になって幕を閉
じました。
　１４日は、本校を会場に、人権体験作
文発表会、フリータイム、バザー、展
示が行われました。正門には、２年１
組制作の文化祭ゲートが立ち上がり、
生徒会中央役員によるペンギンをモ
チーフにしたマスコットキャラクター
「ペンちゃん」も展示され、楽しさを
盛り上げました。１年２組が装飾を担
当したメモリアルホールで行われたフ
リータイムでは、２年５組の緻密な企
画で、各クラスの代表が、ロシアンルー

レットのゲームに、クイズやアームレ
スリングに挑み、それぞれに生徒全員
が楽しいひとときを過ごすことができ
ました。バザーでは、ジャンボフラン
ク（３－１）、焼き鳥（３－２）、焼きそば・
かき氷（３－３）、みたらし団子（３－４）、
たません（２－５）、カレー・ミルクプリ
ン（クッキング部）、さらには茶華道
部の野点に、育友会恒例のケーキコー
ヒーセットとバラエティあふれるメ
ニューがラインナップされました。展
示会場では、各授業や部活動による作
品、夏休みに制作されたポスター等の
作品、２年生による総合学習の発表等
があり、２年２組の貼り絵アートのオ
ブジェや１年１組の折り鶴アート「な
んちゃって北斎」も目を引きました。
夏休みを含めた全力をあげた取り組み
で、校内はたいへん活気づき、ひとり
ひとりが楽しい思い出を作ることがで
きたようです。

　９月２８日、さわやかな晴天のもと、第
４４回体育祭が行われました。学年ごと
に特製のＴシャツに身をつつみ、ハチ
マキを締めた全校生徒が、気合いに満
ちた表情で一所懸命に取り組みました。
　５０ｍ、１００ｍ、２００ｍ、１５００ｍ走のト
ラック競技では、世界陸上大阪大会を
彷彿とさせるような意気込みと真剣さ
が伝わってきました。毎年恒例の女子
による「竹取物語」では、こつをつか
めない１年生チームが立ち往生してし
まう初々しい姿が見られました。男子
は「ムカデ競争」で、メンバー全員が
前後左右に一斉に倒れ込む姿や、一歩
も踏み出せず立ち往生してしまう場面
もありましたが、来賓の方々やクラス
メートからの声援を受けて、最後には

声を掛け合い足並みをそろえてゴール
しました。
　「サスケ」は男子生徒が軽やかに竹を
上り下りし、騎馬を組んで疾走しまし
た。「釣り名人」「障害物競走」「借り
人競争」では、それぞれの課題に大あ
わてする生徒もいれば、悠々と落ち着
いて関門をクリアしてゴールを走り抜
ける生徒もいて、個性が表れました。
部活対抗リレーでは、各部がとりどり
のユニフォームに着替えて参加し、
ボールやバトン等の各部必須のアイテ
ムを携え、真剣な中にもユー
モラスさを醸しつつ走る姿が
印象的でした。
　また「綱引き」では、３年
生が素晴らしいチームワーク
とパワーを見せて教員・来賓
チームを圧倒したことも今年
の見どころでした。
　今年も来賓の方々には、「綱
引き」、「借り人競争」、「来賓

競技」と多数ご参加いただき、大いに
雰囲気を盛り上げていただきました。
　体育祭のクライマックスに用意され
たクラス対抗リレー、学年対抗リレー
は、それぞれのクラスの駿足がそろい、
観客も巻き込んだ白熱した戦いとなり
ました。
　学年対抗で行われた体育祭の総合優
勝は１年生となりました。クラスメー
トを応援し、力一杯競技に取り組んだ
一日は、生徒一人一人にとって忘れる
ことのできない思い出になりました。

文化祭２００７

体育祭２００７
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　１０月２０日、「一人でも多くの方に今の関西中央高等学校を見
ていただきたい」という思いを込めて、在校生たち自らの企
画・参画による「オープンスクール」を開催しました。当日
は奈良県全域、さらには三重県からも総勢２００名に近い方が参
加され、大変盛況でした。
　スライド上映による本校の紹介のあと、バトントワリング
部による演技、有志によるブレイクダンスがあり、参加者か
らの拍手喝采で幕を開けました。放送部員の司会で、まず佐
藤校長が「本校の生徒は素直で素晴らしい。教職員は生徒の
ために親身になってくれる近畿で一番温かい先生たちです。
ぜひ本校で学力や人間性を伸ばして欲しい」と挨拶しました。
また、生徒会長鈴木君と副会長吉村君は、「関西中央高等学
校はこんな学校です」と本校を生徒の視線からアピールして
くれました。
　教務部長からコース別の学習内容や学校生活の説明、広報
室長より平成２０年度入学試験に関しての説明をし、前半の締
めくくりとして畿央大学から、大学との連携についての説明
がありました。参加者たちはメモをとりながら熱心に聞き
入っていました。
　後半は、国語・数学・英語・情報の４教室に分かれて「高
校授業ミニ体験」から始まりました。笑い声の響く中、生徒

と保護者が机を並
べて授業を受け、
参加者からは「大
変わかりやすくて
楽しかった」との
評価を頂きました。
　授業のあとは
「個別進路相談」
「施設見学」「部活
動見学」を行いま

した。待合室の
カトレアホール
では、赤い番傘
の下、茶華道部
による野点、
クッキング部の
クッキーのおも
てなしがありま
した。また生徒
会による「高校
生活相談コーナー」も設置、中学生からの質問に対しいろい
ろなアドバイスを送っていました。参加者は在校生たちの心
のこもったおもてなしに大変喜んでいただいた様子でした。
　参加した中学生からは「先生や先輩方の笑顔が満ちた学校
だなと思った」（男子生徒）、「先生方も優しく、雰囲気がと
ても良かった」（女子生徒）、「この学校で勉強したいと思った」
（男子生徒）などの声があり、保護者からも「先生方の熱心
さがすごくわかった」「これから伸びる学校だと感じた」「在
学生が楽しそうで、礼儀正しく感心しました」「とても感じ
が良く、子供を安心してまかせられる高校だと感じた」など
の声を頂きました。
　当日は併せて本校主催「第３回中学生作文コンテスト」の
表彰式が行われ、参加作品約４５０編から、以下の５名が表彰
され、最優秀賞の皆見さん自らの作文朗読もありました。

　　　 最優秀賞　　香芝西中学校　　皆見奈緒さん
　　　 優 秀 賞　　桜井中学校　　　勝村真歩さん
　　　 　　　　　　木津第二中学校　　杉本裕子さん
　　　 佳　　作　　桜井中学校　　　梶間美穂さん
　　　 　　　　　　大成中学校　　　榑林佑起くん

関
西
中
央
高
等
学
校

　９月１５日に行われた奈良県高等学校総合体育大会（ソフトテニス
競技）において、Ａブロックで準優勝、Ｂブロックで第５位に入賞
しました。決勝戦では全国屈指の高田商業高校には敗れましたが、
よく健闘しました。関西中央高等学校ソフトテニス部としては初の
県大会入賞です。
　春のインターハイ・近畿大会予選では、惜しくも近畿大会出場を
逃しましたが、３年生の引退後、その悔しさをバネにして、毎日始
業前の早朝７：３０～８：１５、放課後１６：００～１９：３０の練習に、休日には
他校との練習試合、夏休みの合宿、県外への遠征を重ねてきました。
　個人戦でも、県中南部大会３位入賞など、その積み重ねで少しず
つ力もつき、結果が出せるようになってきました。
　しかし、技術的にも、精神的にも未熟であり、まだまだ鍛えてい
かなければならないことがたくさんあります。特に接戦になったと
きの思い切りや精神的な弱さ等が目立ちます。
　１球１球の大切さ、厳しさを練習の中で身につけ、接戦になった
ときこそ力を発揮できる選手を育て、来年度にはまず近畿大会に出
場できるチームを作り上げていきたいと考えています。応援よろし
くお願いします。

関西中央高等学校ソフトテニス部
顧問　大森淳史

大好評のうちに 「オープンスクール」 開催

県高校総体準優勝県 高校 総 体 準優 勝 ！！
ソフトテニスソフトテニス部部
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　１１月９日から全国一斉に秋季火災予防運
動が実施されるに伴って様々な催しが行わ
れますが、それに先立ち１０月１２日、桜井消
防署から消防車を園に招いて写生会を行い、

火災予防についての関心を高めました。１１
月９日～１５日までＪＲ桜井駅前「まほろば
センター２階研修室」に年長組の作品が展
示されました。

　１０月１８日、６月の日曜参観でお父さん、
お母さんとポリバケツに植えた稲を、みん
なで刈りました。今年は桜井農協様の協力
も得て。お米の大切さ、収穫までの苦労な

ども学びました。１０月２２日には春にみんな
で植えたサツマイモ掘りを行いました。夏
の暑い日、水遣りや草引きをしてくださっ
た園芸部の役員の皆さんに感謝しながら、
まだ青々とした長い長いつるを引っ張ると、
大きなおいもがたくさんたくさん連なって
出てきました。

　運動会が終わって間もなく、１０月１６日、
秋の遠足で奈良公園を訪れました。修学旅
行生に混じって外国人の観光客も沢山いて、
子どもたちの姿を見て盛んにシャッターを

押していました。大仏さまを観賞したり、
鹿とたわむれながら深まる古都の秋を１日
楽しみました。

　１０月６日、第２９回秋季運動会の幕が開き
ました。これまで園から少し離れた冬木総
合グラウンドで開催してきた運動会、今年
は、原点に戻って「小さいながらも楽しい
我が家」をモットーに、本園園庭で開催し
ました。
　十数年ぶりのホームグラウンドでの運動
会は秋晴れの好天に恵まれ、子どもたちも

日頃の練習の成果を十二分に発揮してくれ
ました。開会式の入場行進はマーチング演
奏「ボギー大佐」にのって軽やかに、お昼
のお弁当後のスタートは「付幼和太鼓」で
力強く、懸命にがんばる子どもたちの姿に
家族の方々も感動され、盛んにシャッター
を切っておられました。園庭開放も兼ねた
運動会で、未就園の子どもたちやお父さん

お母さん方もたくさんご参加いただき、手
遊びや駆けっこを楽しんで、大いに盛り上
がった１日となりました。

　夏休み明けの９月６日７日、年長（さく
ら）組の１泊２日の卒園旅行がありました。
曽爾高原の大自然の中で友情の絆を深め、
幼児期の思い出をいつまでも持ち続けられ
るようにと、毎年行われる付属幼稚園なら
ではの行事です。当日はあいにくの天気で
したが、観光バスで国立曽爾少年自然の家

に向かいました。先生方が用意した数々の
活動やゲームで、夕食の時間を忘れるほど
に楽しいひと時を送りました。夕食後は
キャンドルファイアーを楽しみ、お風呂に
入って眠りに付きました。７日は天気も回
復して、ススキの茂る高原を散策し、午前
１１時すぎ、保護者の方の出迎えをうけて無
事帰園しました。集団生活を通して役割を
果たすこと、決まりを守ることなど楽しい
中にも多くのことを学んだ２日間でした。

　夏休みに入って最初の７月２３日２４日、年
中（ゆり）組のお泊り保育がありました。
夕食のカレーライスの材料を買いに近くの
スーパーまで出かけ、畿央大学の学生さん

にも手伝ってもらい、おいしく頂きました。
また、畿央大学の村田先生や５人の学生さ
んとともに、染色の美しさに感動しながら
２つとないハンカチ作りに挑戦しました。
お布団を引きつめた広い記念館のホール
いっぱいに寝ている子どもたちの姿は、ま
さに天使のように純真でした。

お泊り保育（年中・ゆり組）

秋晴れの下、秋季運動会開催（全園児）

秋の遠足で奈良公園へ（全園児）

収穫の秋（全園児）

消防自動車を招いて写生会（年長・さくら組）

卒園旅行（年長・さくら組）

たのしい行事がいっぱい！たのしい行事がいっぱい！！！
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カ ト レア通信
〒６３５‐０８３２ 奈良県北葛城郡広陵町馬見中４‐２‐２  TＥL  ０７４５‐５４‐１６０１ FＡX  ０７４５‐５４‐１６００

2007.11.15 号
発行／学校法人 冬木学園

学園からのお願い
ご住所やお名前が変わられた際は、
お手数ですが学園事務局までご連絡ください。

冬
木
学
園

Vol. 1 5

冬木学園 トピックス

本人はもちろんのこと保護者や兄弟姉妹が本学園出身の方、または
兄弟姉妹が本学園在学である受験生の場合は次のような特典があり
ます。

受験料免除　受験料の １５,０００円が免除されます（専願のみ） 
入学金免除　入学金の１１０,０００円が免除されます（入学決定者のみ）

毎年進学実績が伸び、また生徒指導上でも安定している母校へ奮っ
て受験いただくよう、関係者へもお知らせいただきますようよろし
くお願いします。
「入試説明会（進路相談会）」にもお誘い合わせの上ご参加ください。

募集年齢：３年保育（３歳児）・２年保育（４歳児）・１年保育（５歳児）

本学園は、畿央大学の付属幼稚園として、大学の先生方や大学生と
の交流を深め、「造形指導」「音楽指導」「体育指導」「英語指導」な
ど、専門の講師を招聘して、知性・個性を重視した教育を実践し、
次世代を担う子どもたちの健やかな成長と幸せを願って、幼児教育
を進めています。

お問合わせ：〒６３３－０００４ 桜井市朝倉台西５丁目１０９３－３２１
　　　　　　畿央大学付属幼稚園　ＴＥＬ ０７４４－４５－０１５１
ＨＰアドレス ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｋｉｏ.ａｃ.ｊｐ/ｋｉｏｋｉｎｄｅｒ/ｋｉｎｄｅｒ.ｈｔｍ

園児募集中関西中央高校フ ァミリー入試
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冬木学長作詞、大中恩氏作曲による応援歌が誕生しました。
１０月２８日の畿央祭にて、有志の合唱によりお披露目しました。
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畿央大学に応援歌 誕生

　５月１３日、母の日に、第４０回蘭桜会総会を大学にて行いました。卒
業生２７名と学長はじめ教職員７名が参加しました。
　第１部は、平成１８年度をもって幕を閉じた畿央大学短期大学部（桜
井女子短期大学）の同窓会（蘭桜会）を畿央大学同窓会が引き継ぐ件
について提案があり、７０００名を超える短期大学部の卒業生が引き継が
れていくことは、より大きな組織として継承されることであると、参
加者の賛同を得ました。第２部は、中庭で写真撮影をし、食堂にて懇
親会を行いました。ビンゴゲーム大会には卒業生の子どもさんたちも
参加し、楽しい時間を過ごしました。
　来年度は、また違った形の同窓会になると思います。桜井女子短期
大学・畿央大学短期大学部卒業生の皆さんのご参加をお待ちしており
ます。

蘭桜会
総会

　畿央大学教育学部では、
教育実習の入門講座として
「幼稚園見学実習」が設けら
れています。付属幼稚園で
は、１０月１５日より学生の受
け入れを始めました。
　緊張していた学生たちも
実際に幼稚園現場に入ると、
「先生」と声をかけてくる園児に表情も和らぎ、現場に触
れる喜びを感じているようでした。子どもたちも若い「先
生」の登場に歓声を上げ、お話に耳を傾けたり、遊びに誘っ
たりと楽しく過ごしています。

付属幼稚園
畿央大生の見学実習を受け 入れ


